
か
わ
か
み
。た
か
し
　
１
９
５
５
年
、
熊
本
県
生
ま
れ
。
拓

一

灯
冬

頸

辣

蛛

一

究
官
、
北
陸
大
学
法
学
部
教
授
な
ど
を
経
て
現
職
。
著
書
に

¨

硼
噸
馳
靴
」
鶏
猷
悔
如
趾
印
剃
珠
ゝ
ネ
ル
ヴ

ァ
書
房
）
、
「
新

一

た
。
こ
こ
に
在
日
米
軍
基
地

の
起
源
が
あ
る
。

一
方
、
吉
田
茂
首
相
は
５．

年
９
月
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
講
和
条
約
を
締
結
し
、
そ

の
代
償
と
し
て
米
軍
の
日
本

へ
の
駐
留
を
認
め
る
日
米
安

全
保
障
条
約
を
結
ん
だ
。
吉

田
氏
は
回
顧
録
で

「
日
米
安

保
条
約
を
締
結
す
る
際
の
根

本
問
題
は
、
米
軍
に
日
本
駐

留
を
認
め
る
か
否
か
で
あ

っ

た
」
と
し
、
士
］
田

氏
は
そ
れ
を
認

め
る
こ
と
で
独

立
を
勝
ち
取
っ

安
倍
晋
三
政
権
が
直
面
す

る
試
練
に

「沖
縄
問
題
」
が

あ
る
。

オ
バ
マ
米
大
統
領
は
先
月

末
の
個
米
首
脳
会
談
で
、
沖

縄
県

・
米
軍
普
天
間
飛
行
場

の
移
設
遅
れ
に
懸
念
を
示
し

た
。
日
本
政
府
が
、
辺
野
古

で
の
工
事
を
止
め
た
う
え

で
、
県
と
再
協
議
す
る
よ
う

求
め
る
裁
判
所
の
和
解
案
を

受
け
入
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

米
国
は
２
０
２
０
年
ま
で

に
在
沖
縄
海
兵
隊
の

一
部
を

グ
ア
ム
全
壼
転
す
る
計
国
を

持

っ
て
い
る
。
並
旦
人
間
移
設

が
で
き
な
い
場
合
、
Ｇ
Ｐ
Ｒ

（海
外
駐
屯
米
軍
の
再
配
置

計
画
）
に
支
障
が
出
て
、
日

本
は
米
国
の
信
頼
を
失
う
。

そ
も
そ
も
、
沖
縄
の
基
地

問
題
は
第
２
次
世
界
大
戦
後

の
米
国
の
対
日
占
領
政
策
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
。
ソ
連
に
対

す
る

「
封
じ
込
め
政
策
」

（Ｘ
論
文
）
を
立
案
し
た
ジ

ョ
ー
ジ

・
ケ
ナ
ン
氏
は
■
９

４
７
年
５
月
、
ト
ル
ー
マ
ン

大
統
領
か
ら
国
務
省
に
新
設

さ
れ
た
政
策
企
画
本
部
長
に

抜
櫂
さ
れ
、
対
日
講
話
条
約

後
の
日
本
の
安
全
保
障
政
策

の
設
計
図
を
書
い
た
。

ケ
ナ
ン
氏
の
設
計
図
は
、

①
米
国

に
よ
る
琉
球
諸
島

（沖
縄
）
の
支
配
②
米
軍
の

日
本
駐
留
③
日
本
の
再
軍
備

―

の
３

つ
か
ら
構
成
さ
れ

梅
た

い
は
ぁ
』
貯

麟
政
治
学
者
の
高

坂
正
尭

（ま
さ

た
か
）
氏
は
、

織

戦
後
の

コ
ロ田

ド
ク
ト
リ
ン
」

坤針
を
「米
国
と
の

米
軍
普
天
間
飛

行
場

（沖
縄
県

宜
野
湾
市
）

◆5◆

同
盟
関
係
を
基
本
と
し
て
そ

れ
に
よ
り
安
全
を
確
保
し
、

日
本
の
防
衛
力
は
低
く
抑
え

る

一
方
、
そ
れ
で
得
ら

，
れ
た

余
力
を
経
済
活
動
に
あ
て
る

こ
と
」
と
説
明
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
日
本
は
基
地
を
提

供
す
る
こ
と
で
日
本
の
防
衛

を
担
保
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
６５
年
た

っ
た
現

在
、　
コ
ロ
田
ド
ク
ト
リ
ン
」

は
破
綻
を
迎
え
て
い
る
。

米
国
は

「
世
界

の
警
察

官
」
を
辞
め
、
軍
事
費
の
削

減
を
行

っ
て
い
る
。
そ
の

際
、
当
然
な
が
ら
中
国
と
の

衝
突
は
回
避
し
、
有
和
政
策

を
と
る
。
お
そ
ら
く
、
次
の

米
大
統
領
で
も
、
そ
の
傾
向

は
継
続
す
る
だ
ろ
う
。

現
在

の
米
国

の
戦
略
は

「軍
の
技
術
的
優
位

（質
）

で
、
敵
の
軍
事
力

（量
）
を

凌
駕
す
る
」
も
の
だ
。
前
方

展
開
す
る
米
軍
を
、
海
軍
を

除
い
て
可
能
な
限
り
本
土
に

引
き
、
そ
こ
か
ら
有
事
の
際

に
米
軍
を
展
開
す
る

「オ
フ

シ
ョ
ア

・
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
戦

略
」
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
が
進
め
ば
在
日
米

軍
基
地
は
変
容
す
る
。

「ポ
ス
ト
吉
田
ド
ク
ト
リ

ン
」
は
、
す
で
に
安
倍
政
権

で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

第
■
段
階
は
、
昨
年
４
月

に

「
日
米
防
衛
協
力
の
た
め

の
指
針
」

（新
ガ
イ
ギ
ラ
イ

ン
）
の
改
訂
後
、
米
議
会
上

下
一回
院
合
同
会
議
で
演
説
を

行
い
、
日
米
同
盟
を
対
等
な

同
盟
へ
と

一
歩
近
づ
け
た
こ

と
で
あ
る
。

第
２
段
階
は
、
専
守
防
衛

の
呪
縛
を
解
き
放
ち
、

「自

分
の
国
は
自
分
で
守
る
」
と

い
う
普
通
の
国

へ
転
換
す
る

こ
と
に
な
る
。

沖
縄
問
題
は
、
安
倍
外
本

の
試
練
で
あ
る
と
同
時
に
、

そ
の
解
決
こ
そ
が

「戦
後
請

治
の
総
決
算
」
と
な
る
だ
ス

う
。
　
　
　
　
　
＝
お
わ
＝


